Construction of knowledge system for seating comfort based on multispace design model by ヒラオ, アキナリ et al.
  
論文審査の要旨および学識確認結果 
報告番号 甲 第   号 氏 名 平尾 章成 
論文審査担当者： 主査 慶應義塾大学教授   博士(工学) 松岡 由幸 
 副査 慶應義塾大学准教授  博士(工学) 石上 玄也 
  慶應義塾大学専任講師 博士(工学) 加藤 健郎 


































第 7 章では，第 2 章で構築した座り心地知識体系に，第 3 章から第 6 章で得た座り心地に関する人体
メカニズムの設計知識を組み込み，心理要素と物理要素の関係を明示した座り心地知識体系を再構築し
ている．さらに，設計者が知識体系を容易に活用できる座り心地知識ベースとして構築し，その有用性を
検証している． 
第 8章では，各章で得られた本研究の成果を総括し，さらに今後の展望について述べている． 
以上要するに，本論文は多空間デザインモデルに基づく座り心地知識体系を構築し，シート設計にお
ける知識活用を支援するものであり，設計学分野において，工学上，工業上寄与するところが少なくない．
よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第 2(マルティディシプリナリ・デザイン科学専修)科目担当者
で試問を行い，当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学(英語)についても十分な学力を有することを確認した． 
 
